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無停電電源装置点検にて判明した不具合 

（日常点検における施設の異常の把握） 
【軽減する】 

 

【内容】 

 ・各施設に設置されている無停電電源装置および内部の蓄電池について点検

を実施 
 ・蓄電池の寿命と寿命を超えた蓄電池の危険性 
  ①蓄電池の寿命は、当該地区で使用されている機種の場合、期待寿命は標

準品で約３年、長寿命品で４～５年となっている。 
  ②しかし、上記の寿命は周囲温度が２０℃以下の場合であり、１０℃高け

れば期待寿命は半分になってしまう。 
  ③寿命を超えた蓄電池を使用すれば、腐食により出火する可能性がある。

別添資料の新聞記事によれば、寿命３～５年の蓄電池を８年８か月使用

したものが出火している。 
 ・無停電電源装置の耐用年数 
  ①耐用年数を経過した装置は、故障の可能性が高くなる。また耐用年数が

経過した装置について部品交換を実施した場合でも、メーカーが動作保

証をしないこともある。 
 
  ■寿命を超えた蓄電池から出火の新聞記事 
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■日本電機工業会、電池工業会が発行する資料（１） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

■日本電機工業会、電池工業会が発行する資料（２） 
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【結果】 

 ・当該メーカー納入した５基の無停電電源装置の内、２基が蓄電池の寿命を

超え、２基が本体の耐用年数を超えていたことが判明。 
 

【当面の対応】 

 ・蓄電池の寿命を超えている２基は、発煙・発火を防止するため直送運転に

切替え、電池のコネクタを取り外した。 
 ・耐用年数を超えている２基は、無停電電源装置を停止し、コンセントから

直接電源供給ができるように設定した。 
 
【今後の対応】 

 ・メーカーより、蓄電池の交換および無停電電源装置の更新を提案。 


